













The learning of Teacher-Training Course Students 
























































































































































































S1 4 男 国語コース 〇 × 〇 〇 〇
S2 4 男 社会科教育専攻 × × 〇 〇 〇
S3 4 女 社会コース 〇 〇 〇 〇 〇
S4 4 女 社会コース × × × 〇 〇
S5 4 男 保健体育専攻 × × × 〇 ×
S6 4 男 数学科教育専攻 × × 〇 〇 ×
S7 4 女 国語コース 〇 〇 〇 × 〇
S8 4 女 英語コ―ス 〇 〇 〇 × 〇
S9 4 男 国語科教育専攻 〇 × 〇 × 〇
S10 3 女 理科コース × × × × 〇
S11 2 女 家庭科コース 〇 〇 〇 〇 ×




































L1 女 6 小₁ 外国 上手に話せる 読むこと S11 筆者
L2 女 8 小₂ 外国 あまり話せない 日本語 S12 S10
L3 女 8 小₂ 外国 上手に話せる なし S3 S3
L4 女 9 小₃ 外国 あまり話せない 日本語 S4 S4
L5 男 8 小₃ 日本 上手に話せる 読むこと S4 　
L6 女 10 小₄ 外国 あまり話せない なし S5 S8
L7 女 11 小₅ 外国 上手に話せる 漢字 筆者 　
L8 男 13 小₆ 日本 あまり話せない 読むこと S1 S9
L9 男 12 小₆ 外国 あまり話せない 漢字、ことば S2 S2
L10 女 13 中₃ 外国 あまり話せない 日本語と歴史 S1 S1






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































学国際機構紀要』, 第₁巻 , 45-59.
文化審議会国語分科会（2018）『日本語教育人材の育成・研修の
分であるとは言えない。文化審議会国語分科会（2018）
と公益社団法人日本語教育学会（2020）は、子どもを
取り巻く社会的背景、教育施策、特別の教育課程、言
語環境、言語使用、言語習得、異文化間能力、多文化
共生、日本語・教科指導の方法などの学習が必要であ
るとしている。
今後は、体験的な学びに加えて、知識を増やすため
の系統的な学習を組みあわせることで、学生の学びが
どのように深まっていくのかを検証するとともに、外
国人児童生徒を専門的に指導できるような教員の養成
を目指していきたい。また、外国人児童生徒の対応に
困っている学校や支援が十分に得られない子どもたち
のために、学習支援の活動を学生とともに継続的に実
施していきたい。
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